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コメント 

 「絶食時に局在化するグルコーストランスポーター（Glut1）を標的

として核酸医薬の脳内移行性を高める」という独自のコンセプトに基づ

いて、応募者の開発したDNA/RNAヘテロ核酸を神経難病治療に応用す

るという意欲的で重要な研究である。血液脳関門を通過するだけではな

く治療効果を発揮するヘテロ核酸を緻密に設計する研究計画が提案され

ている。創薬研究者との協力体制が妙味で卓越した成果が期待できる。 

以上の理由により、基盤研究（Ｓ）として推進することが適当と判断

した。 
 

 
 
 
 


